
Title 徳川封建制度の特質
Sub Title
Author 野村, 兼太郎

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1946

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.39, No.6 (1946. 12) ,p.377(1)- 400(24) 
JaLC DOI 10.14991/001.19461201-0001
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19461201-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


ホ

刊 新 社 服 出 應 慶

■ ■ 國■::ii.\ ,；> V； 'y ::，...’ '.,' '、，-. ■■_ へ；，'，：-:'' レ:.’，.-‘，1.，:.C ' >： .\ ... ： X\ V ■■■
.、.... ....■•, . .•.*■■--.« ‘..，，.. .;、.リ.■■-■■.-;..，.、

A . 富 ，三

s . i

1, P i ん辦.：

頁，- 第 ’*しニ «一■»

\ t 卷 ’

レ:，;.,.:■/■■： ■'■：■./：；-,'■[/スダぉぃfえ.’ぃ..ブ、，:ね''i. とこ
■ :.，.■，ぃ,••■/■ •■ ■■ '1 • .,.• .‘. V •'，. .い：'..• \ .. .， .；•リ..

- . 、-• ，:" 1 t
„ '筆陣::V :

* " "
/ '兼.,‘

. '文 :，：、.'.太‘.1'、
' B (\ '郞 、

六 J O t 寒ぃ*

0 . 1 ^ ，ゎ 、'ンおそ
■S 建 ，'レ ニ :

'  ̂ /
•一 ，’し/'‘ン、t.rレ/%、 一' ■ •' -* -'}つ‘.

十 s k ,  1 '
圓 、，:（ > 'レ'，,，> ，、,...-.'ド-:...'，..-. '■ 1. ■ ■ ■ .'.，.ノ "i... 'A...，‘，，.....；！.‘. > ....... I'.ai'.'i- '■.'̂■i-：'

• ' . i ；ぃ .‘ ’ゾ

p 中 
m 久

B ま 後 セ
六 を ^ 著

0 k 治 .,，'

1 I
圓 ，

、: 、' P  [, mi-
, 諭' :シネ 

, B い ^  ym-
六 ^ 、 枝 :

刹 .■  " 5 C "、'" ，-' .

t： V'子 . ''■■'••■-■：：
S 敎 '

W  .' , ，

>
 

.

'
 

A

歸
史
研
究
に
‘

は
二
つ
のn

r

的
が
め
る
0 

3

際
ど
え
で
あ
ク
た
と
を
呢
かi

i
'

l

こ
と
が
そ
で
あ
.

る
。」 I

v
i

u
の

'®

暴
を
以
ヴ

.

I 

，
/ 

!

♦、
 

/

 

/ 

‘ 

.
 

.

. 

V

て
イ
れ
ぱ
"

-

ょ'
^
^

ゅ
、
6
3
 

e
i
g
e
n
t
i
i
c
h

 

g
e

w

恐e
n

 

i
s
t

ブ
あ
.

る
ノ
を
れ
.

共
に
歷
史
は.

f

ど
う
し
て
さ
う
な
、りた
か

」

、を
か
に

V

る
こ 

*

と
.

^

も
目
的
：.

る
0

し
か
し
後
者
は
前
者
が
確
譜
さ
れ
て
後
、、始
、め
て
明
か
に
な
レ
得
.

る
も
の
で
；^
る
？
じ
か
し
實
崎
ど
う
で
あ
つ
た

、

.

V

 

I 

.
 

、

‘

，

 

■

.
■
一

’
 

ヴ 

s’
 

、

，. 

.
 

' 

/

 
■

.
'

か
を
明
か
-

に
す
を
こ
レ
は
決
レ
て
容
渴
業
ル
、は
，ガ
い
。
か
ウ
贊st

字
か
：

i
i

事
は
'

極
め
て
#

の
折
れ
.

化
事
で
あ
決
.

し
て
華
じ
い
、

>
 

:

、が

の

こ

れ

，に
反
し
て̂
>
:

ク
し
す
さ
'

う
な
つ
た
か
；^
い
ふ
原
因
’

の
探
求
は
人
の
最
も
れ
む
-
>̂ f

、一
ろ
で
あ
ド
、*
又
慮
史
珊
展
、
 

別
さ
せ
る
索
#

と
も
な
る
'

た
め
に
、
與
論
を
好
れ
'

者
の
喜
.
.
^
’で
從
事
す
る
'

と
こ
る
一L

あ
る
。
從
ウ
て
動
も
す
-

れ
.ぱ
確
證
の
勢
を
厭<6

^

て
激 

ド
に
s

i

的
®

•

填
に
為I

な
，る
弊
を
生
じ
'

於
も
‘

で
あ
るi

イ-
、/、え

>

バ
-

二 

C

-

:

、

/

:

/

,

/

'

,

/

 

, 

'

,

み
論
贊
際
，ど
'

、ゥ
で
あ
づ
.

た-
^

知
る
マ
.

は
；極
♦
て
困
雞
で
あ
も
1

こ
ル
を
完
成
す
る
I

ことの、《

耍
二
->0̂

ル
僻
つ
.

で
て
も
、

資
料
：

W.
 

4 

4
-
 

J 

.
 

••

〜

 

•
 

ダ 

^
 

k 

» 

-

.

 ̂

、
' 

德力
-

?

^

'

^

^

^
 わ敝貧
 

r
 

\
,
ん 

' 

、

,

•

,

->イ
 

’ 

、

'
 

‘
 

' 

.

、

:

>
 

-

V
 

 ̂

' 

> 

(

H
 

七‘

4
0

 

.1 

. 

<

7
\ 

,
 

:

、
J

、
り

ダ…
' 

パ
，
.J

}

 

. 

 ̂

ハ.
、:
t‘
,
;ぐ
’！、：：，

:

-

ド
、

.

广’
ハ
 

V

、r

-パ

パ

：
：

1
^

f

l

i

l

i

i

i

l

i

i

i

i

i

i

l

^

i

^

^

8

§

^

^

^

^

B

l

^

l

^

i

K

l

l

i

l

l

l

.

l

き

も

-i> 

ず

l
a
K
a
f
t
f
f 

3a
»
=
»
_

3
-
.
-
_
-

5
-
-
g
^
-
^
.
^

2

1

3«
a
i
s
^
-
s
g



t
-
l
. 
 ̂
ニ
-

-

- 

-

-

-

-

-
-

-

-

-
 

■
=
■
i

■
, 

-
- 

——

j

.

. 

I

J'.

:

に

r

 

こ

！

：
，：
，

/

、

く

'、
r

j

:

 

\
v

v

 

二

‘v

v

t

:

ソ

、
：

•

フ

'
V

:

 

;

 

:

 

' 

)
.

.

、

.

為
M

§

l

めs

:

へ
:

、
ン
ソ 

\

 

:

.

v

v

 

. 

:
:
:
' 

*

ベ

」

、v

'ゴ
バ
 

'

3
:

ヒ
、

\

\
/
,
、
 

J

 

\

 

-

,

パ
？

：

*
" 

* 

;

,

て：
.
’

-
,
.
* 

、
て：

，、

.

.

パ

，
u

f

, ' 

§
七 
6
 

'

.

.

.

モ̂

の
I

か

ら

不

多

い

ゾ
.

s

は，不か
な
資
料

i
f
’

依
ク
て

一
%

デ
>

か
づ
た
ら
：

す
る
程
度
に
？

へ
か
を
得̂
^

い
揚
ム
ロ
メ
あ
，る
。
そ
の
場
ム
ロ
ぶ̂

ま
{

蒙
チ
-
^
'

る
。'
,
i

新
レ
r

s

の
を
、’’
又
は
腐
恭
補
助
科
舉
S

步
じ 

ウ

正

，：

e

れ
る
？J

と
、I

ら
う
.

、
，を
'

^

^

.

藤
§

究
0
%

ま

，，|

る
ヵ
/

そ
の
揚
合
.

で
も
I

f

で
あ
ウ̂
;

^

;

^祟

，̂
眼
广
明 

確
に
し
て
後
！^
‘、
站
.

め
で
そ
の̂

の
か
來
す
る
と
こ
ろ
々
缴
成
的
'

に
明
.

か
、に
な
’も
條
ス
の

で

あ
.ス
。

、.リ.
、

‘

\

.
 
'
 

\
 

,

‘

、
も
し
を
れ
，じ
反
し
てA

j
う
'

し
て
さ
う
な
っ
た
か
と
い
ふg

题
の
盤
を
ク
梦
時
に
は
.

激
も
，̂
れ
ぱr

面
的
蕩
決
に6

る
か
、
，、又
は
，
 

f

に'
で
も
：い
は
.
^
'

る
や
を
解
炎
に
な
る
。
ル
ち
能
め
か
ら
！
つ
の
假
說
4̂
瓶
提
：;^0
^

^

說
明
す
る
場
合
と
，な
る
か
、
叉
はa

t
r

a
n

-

 

‘ 

,
1|
.

,

に
原
ぎ
覺
し
き
も
.

の
を
、給
ぴ
っ
け
备
合
に
ぷ
，5
の
で
あ
，^<
^

、.
>

の
何
れ
も
，私
の
欲
す
る
と
"

こ
ろ
-

で
'

は'
な
か
0'
先
人
に
傅
っ
て
‘* 

へ
ら
れ
ず
と
/〕

ス
の
肩
史
®

 •

發
展U
論
等
'

を
前
擺*： \

j

し
て
、，̂
^

^

を
取
拾
レ
ソ
研
究
ザ
る̂3

と
も
、
確
か
にI

ウ
の
學
問
研
究
の
卞
.，
 

タ

1̂

、
る
ノ
じ
か
、し̂
5̂
人
の
歷
史
觀
ゃ
|
|
^1̂

論

タ
0
;

'

^

,2

え
料
ど
科
學
的
，知
識
を
屬
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
、
 

.

い
。
を
れ
；^
が.

r

定
畫
⑦
も
の
で
な
でJ

と
は
、，過
.

去
に
幾
きI

I
S

4

ゥ
た
；V

と
で
，^'
明
か
で
あ
る
。
況
ん
ゃ
|

^

.

0
處
を
異
1
1し
，
 

資
料
に
氣
學
的
.

^

き
も
幾
き
斯
ら
？

ゆ
；を
摩
'

る
に
'

至

っ

た

な

ほ

i

ま
の
ぎ
捕
は
れ
る

€

§

な
い
。
又
そ
れ
で

メ
滿
モ
傅
る
r

戴
が
な
い<；

,

.

\

 

/

.

,

パ
：
、
‘

バ

• 

，
' 

V

 

、

‘ 

'
- 

I

.
•
膝
史
に
？

て
原
I

f

售
.

す
，.

に
は
す\

て
結
ぎ
で
I

。.
賞
が
す
で
に
解Q

K

ゐ
て
、V

れ
が
の
原
断
で
あ
る
か
を 

探
る
。，る
た
め
に
ど
う
に
T

,

いふこと
の：

ゃうな蟹ぶ？
レて

.

ゐ
ま
.

と
が
あ
る
。
今
次
'

ネ
敷
日
本
は
欺
北
し

■ 

た
。
と
う
し
て
敗
I

北
し
’

た
か
-
.
^

い
、ふ
原
因
を
探
る
！>

に
、
ケ
ぱ
滅
數
0
^

®

.

^

き
る
こ
’

i
.

が
出
來
ょ
3

0
欺P

と
い
.

ふ
結
f

基
.
：
^

. 

' 

、
一
 

-
ノ
 

r 

I 

. 

. 

- 

V 

*
• .-: 

:-.
 

.,. 

-.
 

'.
 

-.
 

.
 
.-
 

.' 

...
 

-
 
.
 

.-.
 

.,
 

': .. 

‘---.、.-'v 

オ

->..•.
 

:
. 

.'.
 

...
 

V 

. 

-
 

.: 

-,.-
 

, 

-
 
’.
 

r 

-
.
,
-
こ
-
-
-
-
.
.
.
‘.：
*
 
.

.

.

.
-
 

..V 
-
 

‘
：
'-.-

.

i
,

バ 
\ 

，‘科

P

!

.

,

;

，と
し
！^
‘

み
れ
*

ぱ
ソ
ず
べ
，で
が
の
原
因
と
み
り
れ
得
る
か
.d

?

で
，^
るOv

病
つ
で
實
際
そ
ゆ
當
疼
か
日
本
の
狀
態
が
ど
う
で
あ
ヴ
た
か
を
十
.

分
に
，
知
ら
な
，
く
と
も
、

-
^因

論.を
-

^
こ
'
;
;
^
?

虞
易
で
あ
ガ
。
、
し
：

^
,し
ニ
れ
は
無
意
妹
で
あ
ぷ
。
，
何
彫

^
:ら̂
ぱ
萬

T

斷
ウ
た
い
し
た
な
ら

.

、
‘

.

.

: 

ぢ

。'そ
れ4

敗
旧
が
又
，腾
因
ど
し
て
論
ぜ

.：$
れ̂
タ
だ
ら
う
‘か
ら
で
あ
，る
0
、歷
史
の
議
银
う
ち
に
、
こ
ル
®
の

結

黎

の

デ

な

い

こ

J 

K
 

. 

t 

 ̂

 ̂

 ̂

t
. 

、
 

, 

- 

I

と
は
％

戒
，
を

I
K

す

を

ポ

欺

因

を

知

る

た

め

11
:

^

ク
先
づ
當
咏
§
1

日
W

ど
、を

あ
.

を

を十分
'に
知
ら
なけ
れ
，ぱ
X

な
.い
。

、

；、

•

パ
；

4

に
麗

し
-
^
-
i

雙

ぁ
f

か
ゃ
建
的
奮

が

多

が

つ

た

と

：

^
い
は
れ
、
少
し

<

己
がk

に
反
す
る
も
の
'拿

べ

て

S

 

. 
,

,

，

‘

•

.

.

.
• 

-

-

ニ
.
-
:
-
.
:
.
:
.
.
:
.
-
.
-
.
.
- 

ニ 

\ 

, 

-
.
-
. 

. 

... 

■-
 

-
-
‘
-
.
.
.
-

，.
.
.
•
'
♦
.
-
.
-
.
-
-
•

レ
-
'
-
.
.
-
.
* 

•
-
.
< 

-
: 

^
- 

;
• 

-
V
- 

.
;■
■ 

V 

■ 

.
-■.
-■
■•
.
•

 

-
• 

.
-
. 

. 

, 

.

.

. 

. 

-:.. 

-
- J

-

V

.

-

'

-

.

‘

-

„

 

,

•

 

.

 

^

 

.

い建
的」

と
いふ

！！

目
莱
で
攻
難
す
る
^

が
あ
る
。̂
?
:
©
的
と
は
何
；
^
款
味
で
る
か
を
十
分
に

.现
^
;す
る
ご
と
い
く
使
用
さ
れ
，
て

め

る

や

ク

.

.

:

,

-

S

 

 ̂

^

 

，
こ

,
-
*
-
，

'' 

*
1

〈

マ

で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
；^
^

©

的
殘
淳
と
い
'

へ
ぱ
"

直
接
'

に
は
、ぱ.
戶̂

代̂

お>
け
备
败
制
の
名
殘
り
で
论
„

^

う
。
そ
，^
が
制
俊
；^

に

も

/

-

 

t

 

»

 
J

 

J

 

i

 

〜

、 

>

 

V

 

J

-

 

i

t

 

<

 

»

 

/

糊
；^

も
殘
つV

j
j
i
S

た
い
ふ
'

こ
と
で
あ
’

ら
、っ。
' 

こ
ゆ
點
ど
明
れ
に
オ
る
4:
!

め
に
は
？\
取
1
2服̂
^

^

^

み
狀
態
が̂
^
;

う
で
あ
つ
、た

か

I 

, 

> 

>

を
明
か
に
す
.

を
さ
な
く
‘

、
も
の
以
I

M

S

l

i

何
な
f

の
卞
つ
ど
か
；

か

t

な
け
れ
资
.

ら̂
^
^
 ̂

:

、

'

'

こ
，、、に1

言
翁
意
し
/

で
燈
含
た
い
こ
と
.

が
あ
'
.る
タ
胳
、ザ
に
.-̂.ウ
て
は
、
假

令

と
!4

、
1 -

新
と
が
、.
革
♦
ど
か
い
つ
て
も
、
⑩
去
が
.

■* 

-

 

'

 

‘ 

*

 

,

 

•

 

>

 

V

 

、 

s
'

全
然j

蹄
さ
れ̂
^

义
と
ぱ
あ
A

得
な
'

い'
の
で
あ
る
？
 

一
 

：^

經
過
し
た
s

^

贊
は
何
ふ
か
の
、‘败
；
e

歉
在
.

に
そ̂

跡
を
4
:

^

る
も
の
で
あ̂
c

。̂
，‘ 
、 

'

*

 

.

 

*■ 

,

，

，
，

.，

 

-

 

•

 
r

 

-

 

•

 

I

I

 

J

プ
ラ
ンK

难

の

ン

ス

の

5 &
會

：

そ
の
以
前
.

の
、®

會
と
、全
縱
暴
ね
，る
，，
の
で
は
な
く
、
、
前
の
社
會
の.11

,

に
築
れ
れ
た
も
の
に
過
* 

' 

.

> 

,

 

，

.

 

' 

•

'

ニ

*

、

1
,

 

メ 

，

-

 

*

 

え

ぎ
セ
い
？>11 ,

シ
ザ
命
の
ぜ
合
に
お
い
て
，

様
ザ
あ
る
。

.

，放
に
も
ル
放
意
化
の
，遺物
を
後
の
時
化
に

.

お
い
て
摘
發
レ
ょ
う
と
す

り
■
 
^

ん.
な
ら
，卞
、，加
何
な
1る
お
い
て
も
黎
為
に
>

‘

：^
~

つ
多
§

银
ボ
す
る
こ
と
\

^

、^

東
5>
?

ソ
天
卞
に
新
し
，：^
も
の
何
も̂
:
:
^
‘レ
と
い
ふ
言
‘ 

\

 

壤
は
ャ
ぃ
の
意
缺
で
は
ょ
正
レ
い
。
欺
に
徙
に
封
©

:

^

歡
淳
と
い
ふ
；レ
と
ビ
：ナ
た
>
1>

帶

，

〔

あ
用
す
ふ
こ
と
は
、
何
ら
の
意
味
；^.
な
い
。

：
/
 

/

\

r

 

ゾ
ダ
，

V
;

/

 

/

(

I

)

、

ん

〜
:

t 

- 

- 

/ 

V 

. > 

’
 

S

 

〜
) 

* 

•

、
/ 
,
' 

> 

<、
、
t
r 

"
V 
い-

,
,

ご' 

' 

’

こ
て
、

„ 

V

 

/

 

\
;
r

 

' 

r 

.

. 

•

’

化
..k
,
n
f
パ

ダ

‘

ぃ
r 
y

デ-^



T

 

,1-
-
;
-
-
J 

■

.
i
n— 

_ 

-
c 

=
-
-
i
n

’
d

-
一-
?

-
-

,
i 

,

v

‘ 

/
 

s 

y1

ニ
-
?
.
;
-

.

.

.

.

.

.

 

.
-
-
-
-
-
-
-
-

--IJM--M

V

ベ

V

/

yv\
：» •*,

,
:

、
：
i
>
 

ン

、
四

，
§
§
,

、
 

〕

れ
1
;

^

-

^

反
對
ゆ

サ」

と
於
：！^ね
，れ
て
；！^
る
。
法
は
,

史は
#

:
?

S

退
さ
な
い
；
い
ふf J

と
で
あ
る
。
適
去12

起
り
た
こ
と 

’

を
ル
後
船
る̂
 

ル

決

り

得

な

：4
0
假
ケ
表
面
親
1

を̂

^

モ
ゐ
で
；^

、
,0
0
^
お1

て
は
®
だ
ぉ
逮 

:

た#

ゐ
：乂
：

(」

.

；^^
が
あ
る
。>
、に
の
こ
と
は
速
續̂
;

*

§

間
题
で
，§^
り
て
>

、ぎ
物
學
に
>

お
い
て
認
め
ら
れ
：る
と
、
ほ2

.
^

司
様
に
藤
史
に
V

い
て
，

、

.

、 

-‘.
-r.- 

-. ---V，
■
T..-- 

ゾ
-
A
-
-
- 

-
:
I
.
-
-
>
. 

. 

:'- 

V
'
. 

J
.

ベ
；

' 

,
.
‘ 

： -
.

’
一-,\ 

V
.
.
. 

■ 

:
-
. 

-
. 

-
-
V 

.
;
.
, 

-
A
-
,
-
.
;
,

-
.
.
-
V
.
.

'
.
'
.
:
' 

.
1
*
.
? 

.
, 

-.-'■

 

-
V

 

- 

, 

.

.

.

.

.

.

.
- 

f 

■-,
.

 

り
,
-
•
'
'
' 

.

.

. 

.

.

. 

J
.
-
. 

'.
 

. 

.
一- 

: 

,
.
.
.
- 

-
. 

/■.
.
 

.
-■ 

> 

■ 

^

3

$

W

M

t

ね
た
ま
史
；
お

-
i

ては
-<

1
1

の
意
彼
が
®

i

るi
i

めr
i、

:
1

暮
雜
な
#

鶴
を
探̂
<
^だ
け
で
；̂
る 

4
;
;

ま

？̂
ま
现
布
|

^

激
魏
消
§

封
©

的
化
あ
.

 ̂

ても
-

"

そ
だ
ガ
厥
去
§

建̂
^

:

^

>

^

"の
が
-

^

の
ま〜

ぱ
线
つ
て
ゐ
る
.

^

い
ど.J 

瑪
爱
あ
つ
た
ふ
の
が
、
何
ら
か
.

の變受けて令

0

に
偉
へ
ら
れ
て
ゐ
る
、に
過
ぎ
な
い
を
の
場
A

n

そ
の
變
：
が
，
*

霞
. 

V

膚
的
！^
:

#

る
な
ふ
ぱ
、
を
令
そ
の
A

形
が
如
何
に
封
建
的
な
ぐ
ル
で
；
つ
モ
か
.

マ
ス
れ
，は
間
掛
に
な
-
^
^
^
^
^
'い0
こ
れ
'l

i

反
レ
て
如
何
に
.新 

’
X

い
般
式
を
ぷ
ウ
'

て
作
り
と
’

6

ら
れ
て
.

ゐ
て
も
、；，も
し
贊
質
的
；

i

以
前
ル
封
唐
：^
ぎ
格
'
.
^

繼
滑
し
.

て
ゐ
る
も
の
で
'

あ
サ
た
な
ら
ぱ
、
‘そ
れ 

は
財
建
的
な
も̂

べ
し
て
と
な
る
0
,

そ
な
A

は®

厲
的
變
と4

、

®

質
的
：

i

變
化
し
，な
い
と
か
，い
ふ.
こ
と
を
、
f

じ
て
明
か 

'r

ま

ま

；：％

が
出
ま
か
。-

外
形
的
な
變
北
蓋
る
こ
そ
ね
'

比
較
的
客
易
で
あ
る
。
？

時
代
ゆ
法
制
と
§
^

赏
降
の
法
跡
と
を
比
較
し
, 

♦
'

ま
f

、
®

ち
に
.

^

る~
こ
と
が
祟
ょ
ぅ
。
‘ 

S

黑
代
s

s

i

E

の
撤
去
だ
と
か
.

、
，廢
藩
置
職
だ
と
か
"

地
租
金
納
だ
'

矣
.

I

S

 

''法
：：； 5

ん
吸
す
初
年l

i

激
さ
れ
.

明
力
に
银
建
的
謝
伽
庶
をI 
-掃
レ
て
ゐ
る
。
し
か
し
！^
質
的
に
必
す
し
も
时
掛
ゆ
で
.

な
ぐ
.、ふ
つ
た

論
か
，.ク
る
外
形
的
變
化
を
S

起
せ-

p

む
ス
に
五
つ
た
、
少
な
ぐ
と
も
キ
れ
を
可
能
な
-

し
め
た
ど
こ
ろ
に
、あ
る
廣
り

，

' 

.

贊̂

的
變
化
の
あ
つ
先
こ
は
認
め
ら
れ
る
。し

か
；：？

概
レ
て
大
f

ぜ{

寸
的
！
；̂

.
^
.
^
0

 

.

欲
！；2
外
'

來
熟̂
^

か
影
餐
に
*
つ
て
變
化
さ
せ
ら 

贊
質
的
變
が
如
る
困
難
で
き
た
こ
と
襄
愿
に
想
像
さ
れ
る
。
從つ

^

明
治
以
後
約
八
十
.
^
^
-を
經
'

を
て
も
、

，

r

r 

.
.

J
/

,

ふ
-
:、
ニ

：

、
；
，

-
r
'

 

,
,

 

:
'

<
<

|

i

i

l

i

i

s

s

i

a

i

l

い
’
"
'

ほ
：
.：

ぐ
：て-
ぃ
ぐ
>?:;る

な
ほ
：^
雄
的
殘
♦

を
云
々
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
し
か
し
何
を
封
银
的-

V

い
ふ
の
か
。
ね
建
的
殘
摔
と
み
る
も
か
が
、
跟た

-
?

て
，純
射
た 

-

 

,

、
 

’

 

、 

.

■
 

'

 *

、
 

' 

.

 

.

.

.

る
封
建
的
な
も
、の
か
。
そ
れ
-
^
;
?
^全
‘

ぺ
旌
つ
た
も
の
っ
例
へ
ぱ
東
洋
載
％̂
の
特
質
と
み̂
9
方
ヵ'
正
し
い
も
の
で
あ
る
ヵ
も
知
れ
な*^、

又

】

'
り.' 

"■"み
.

て

：

-

.

:

,

-

ニ

 

. 

> 

' 

• 

,
> 

'
 

,
 

、
 

、
 

, 

•

, 

> 

、

を
れ
は
1

、ふ®
川̂

建i
M

會
の
.

遺
物
で
あ
义
，の
か
ど
う
か
"

日
本
人
の
國
民
，性
.

に
1

の
性
質
の
も
ゆ
で
は
？：^
いのか。
も
そ
れ
ら 

ゆ
腻
別̂
:
^

し
に
\

、.
.
1
狐
を
擧
！^
ヤ
對
建
的
殘
稗
と
呼
ぶ
の
，は
決
じ
レ
ぐ
，を
な
い
ル
"

將
來
I

の
國
簾
を
決
定
す
る
.

ゆ
に
、も
、
又
，日
本
の

f 

.

.

. 

‘ 

-
.
.
- 

- 

• 

-
. 

' 

V 

'
‘ 

- 

> 

.
,
•
- 

:
. 

V 

. 

.ニ
-.-
 

' .
V

 

-
.
.
. 

>

ス
、

.

.
' 
.r 
■,.
 

メ
' 

:
•
.
'
,

-

ツ.
、.-
.
■ 

•
•
,

ウ

•■ 

.
,
r 

.

.

.
:
、
；
；
' 

- 

.
•
-
、
.
- 

'
. 

-

、
V
.
,
-
. 

.

. 

- 

-
.
.
' 

v
 

り•■.. 

.
,
, 

v

‘
.

ご'

-
. 

'V..'..:-

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.
’ 

.

.

.
-

广
-

.:
,

...
 

.V 

-
' 

V

 ,.. 

- 

、
- 

パ
•
•パ
.
.
-

• 

•
.
,
. 

V 

ゾ'..
-
，-
-,'f
 

.' 

... 

.

.

.
/
: 

.

.
-
' 

'. 

*
. 

. 

.
•
,
•
•
*
.

動
向
を
知̂
9
上
1,
^

も
不
癒
當
で
あ
る
0 
.

 

.

 

:

、

 

'

.

、

 

,

/
 

ノ
声
：

、

療

,
.
r

、
. 

-
-
:
.
,
v

7'
-
-
‘ 

V

，

-
-
’
，
. 

- 

‘ 

r 

, 

’

’
4
 

‘ 

' 

' 

メ 

J

、
, 

„ 

、
 

f
、
4
 

、
 

ひ

シ£

レ
れ
がS

服
を
十
分l

i

解
：^

す
る
、た
め
に
は
、
先
づ
德
川
封
建
§

が
如
何
な
る
も
の
で
き
た
か
を
知
ら
i

れ
ぱ
な
"

^

な
.ね 

'

プ
時
代
の
®

格
に
つ
い
て
は
参
ぐ
.

の
人
々
，の
間
'

1:
^

幾
多
の
有
名
.
^
:
^論
專
.

が
あ
る
。
.

德
W

時
代
が
封
建
的
社
脅
あ
る
ニ
と
に
は
異
論
は 

，な
い
や
う
で
あ
る
が
"

そ
の
資
水
主
義
發
展
の
萌
芽
に
つ
，い
て
ハ
各
人
各
様
の
舰
察
し
て
力
る
。
そし

>

百
姓V

挟
，、アi

l

ュファク

r

 

デ 

/

.
 

^

 

-

 

\ S

.

 

. 

r

 

、

‘
、

 

, 

-

 ■

.

，デ.
'

ュ.
ア
と
い
ふ
や
う
な
間
題
ど
中
心
と
じv

=
^

々
じ
い
跡
®

が
®

M

さ
れ
'

た
め
で
あ
‘

る
。:

し
かr?

私
は
今
そ
れ
ふ
の
論
報
に
あ
ま
り
與
咏 

，

一
 

. 

' 

. 

’ 

’ 

 ̂

/

 

'
1\

、

 

i

 

.

.

.

S

D1

0
，德
川
時
代
か
全
體
と
し
て
如
何
ね
、る
性
洛
を
も
ウ
‘

ゐ'
た
か
を
知
る
た
め
に
.

は
'

、先
づ
直
接
の
資
料
つ
’いて
知
る
こ
と

タg

龙
が

>i： 6：

ね
要
で
あ
る
。
，この
時
代
の
資
料
；

{

に
夥
し
ル
獨
っ
て
’

ゐ
る
。

れ
レ
を
，盤
理
す
る
だ
け
，で
表
介
凝
な
こ
とP

は
ぷ
い
。

.

が

建

會

，が
，如
何
な
，る
、
の
で
：？^〈

め
-

^

を
，#
^

#

膽
し
て
*

<

そ
れ
ら
の
ま
料
を
篇
くf

纖
仏
た
後
に
斷
定
す
る
の
#
‘♦
し

.
:

い.0
で
あ
ら
、ジ
が
、'
到
R

短
日i

：

の
う
も
に̂
^

、も
の
で
衣
な
、い̂
 :3

遂
で
は
务
る
が
、
一
應
の
者
察
ぶ
す
‘
&

；

と
も
必
す
し
；̂

で

.

■ 

.

. 

‘
‘、/
、，
 

■

パ
：
y

バr

 

V
 

"
サ
：
ゾ 
/ 

. 

y
 

. 

\

 

-い 

V
 

.

:

ま
-

^

る
条
い
。
：
-

バ
，

.

.

.
-

\

 

,.
 

:

,

\
 

/
ニ 

ブ

.

.

.

、

\

 

- 

„ 

'
ン， 1

、’

で
、

：

.

.

'へ ’'‘ 
/、む V ‘. ，\ *
* t r V

-

- tm̂
制;

V：度
，.みの•:■;特
‘：’ 膝

ゼ

.

c

i

;八
こ

め!‘:
'とVパ
r；■ぐ'i
31'» 、へ* \ ̂ r
在べノレ-

ニ :％3 *1

义：.i き、':.

缴
や‘

i'fe-、:
こ'，5 ' *' 

:ぁ、:パ
しサ?♦パス、 
、义ぐ:̂ジ;
'til i i J
>if,veパこ:5h,:かて,，むV 

<{'に、ボ>r.<*
：.-!：■：
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摘
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^
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仏
|

特
1̂1
1姓
を
か
ル
：^^
し
5

^

&

め
，て
，も
差
支
‘

へ.
な
ぃ
で
1

ぅ
。
，彼
ら
は
ぐ
こ
；

g

ま 

-

-

^

^

-

^土
地
の̂
^
^
^
^者
な
の
で
あ
る
。

，.

/, 

,
•
' *
 

,

:

:

ス
：

\'

 

r 

、

’

，
. 

. 
/
 パ

'
'

-
,

、
/

 

;
■
 

、
.
’

*

、，ベ
力
く
し
で
こ
，マ

，ゎ
が
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、
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。
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'
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.
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；
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'
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れ
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'
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縛
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縛
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落
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縛
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れ
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.
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熱
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